
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆会長挨拶◆ 
黒羽 好夫会長 
 
              皆さんこんにちは、

県北第一区佐藤信博ガ
バナー補佐と水野博光
ガバナー補佐幹事、お
二人おいでいただいて
おります。 
ガバナー補佐としては 
今年度の最後の訪問と 
なります。通常は年５

回のところ、当クラブには、ポールハリス追悼例会
にもおいでいただきまして、ポールハリスについて、
ロータリーについて、詳しくお話いただき大変あり
がとうございました、ガバナー補佐には、モントリ
オール国際大会にも一緒に参加していただき、さら
に今年度は、ガバナー出身の分区として大橋ガバナ
ーを補佐していただき大変お世話になりました。 
最後には、東日本大震災と例年にない多忙な年度を
ご指導いただきました。            
 また水野幹事にはガバナー補佐の幹事として会長 
幹事会のとりまとめをしていただきました。 
会長幹事会のあとには国際交流の店にもご案内いた
だき、リラックスにムードを盛上げていただきまし 

 
 
 

 
てありがとうございました。 
本日はこの後、スピーチを、お願いしております

ので楽しみにしております。 
さて今年度は、東日本大震災のため創立４０周年

記念式典をはじめ、多くの行事をやむをえず中止と
いたしました。 
自粛ムードが日本中を包んでおりましたが、徐々に
ではありますが復興に向かってきております。  
このような状態で当クラブも、やるべきことはやら
なければと思います。 
福島南ロータリークラブの歴史は続いております。

そして今後も続いて行きます。私たちは４０年のけ
じめとして、後世に４０年の足跡をのこさなくては
ならないと存じます。 
先週の１２日に創立４０周年記念式典実行委員会

の皆様にお集まりいただき、検討の末、来る６月２
２日に創立４０周年記念例会として内輪だけで御祝
いをする運びとなりました。日頃、私たちのロータ
リー活動を理解し、支えていてくれるご家族、奥様、
ご主人様をご招待して感謝 
の集いといたします。 
当日は、ぜひご家族お誘 
いの上、全員ご出席いた 
だきますようお願い申し 
上げます。        
 

 

 

 
平成 23 年 5 月 18 日（水）サンパレス福島 
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今月・来月のプログラム 
5 月 25 日(水) 会員スピーチ プロジェクトＲ  

6 月 1 日(水) 誕生日の御祝い  

本日のプログラム 
１ 開会点鐘 

２ ロータリーソング 我らの生業 

３ 四つのテスト 

４ 来訪者紹介と会長挨拶 

５ クラブ協議会 

６ ロータリー財団表彰 

 

７ お食事をどうぞ 

８ 創立記念例会の件 

９ 職場体験協力依頼の件 

10 第６回ガバナー補佐訪問 

11 各委員会報告 

12 閉会点鐘 

第 42 回例会 

 
6 月 8 日(水) クラブ協議会 (地区協議会･PETS 報告)  

6 月 15 日(水) クラブ協議会 (活動報告) 

 

◆クラブ協議会◆ 高橋会長エレクト 
次年度委員会構成改

定案について、高橋会長
エレクトより理事会にご
提案がありましたので審
議いたしますので高橋会
長エレクトご説明お願い
致します。 
次年度の委員会組織表が

出来てまいりましたが一部変更（理事）がございま
すので理事会にて承認いただきましたけれども、皆
様のご承認をいただきくご提案申し上げます。 
職業奉仕委員会の委員長（斎藤建一郎）さんでし

たけれども金子親房さんに変更というとなりますの
で、それから新会員の渡辺雅浩さんがスマイリング
ＢＯＸ委員会と新世代委員会の方へ配属となります
がご承認願います。 【満場一致で承認】 
ありがとうごました。 
◆ロータリー財団表彰◆  
              ロータリー財団より 
             大野順道会員へ表彰状

が届いております。 
大野会員へ、べネファ
クター表彰となります
今年度３名となります
大変ありがとうござい
ました。 

 
◆創立記念例会の件◆ 冨田 健三郎会員 

１００年１０００年に 
一度の大震災にあい４０ 
周年式典どころではない 
のではという意見もあり

ましたが、やはりここは

けじめと言うより筋目 
をつけなければならない 

と思います。４０年の間には多くのロータリアン以

外の方々にお世話になって来たと思います。一番の

感謝をこめる事、二つめには今度の震災で思うと仲

間意識を深くする事これが大事だなとおもいました。 
それから家族があってのロータリーだとおもいます

家族に心から感謝し、６月２２日には家族を元気に

させる、福島を元気にさせる例会・歓迎会にしたい

と思いますので皆様の参加ご協力ぜひお願い申し上

げます。 
◆職場体験協力依頼◆ 大野 順道会員 

成蹊高校からの職場体験 
実習の依頼がありまして 
理事会にて協力しましょ 
うと決定がありました。 
成蹊高校で子供たちに社 
会教育の一環として社会

の分野で活躍している方の講演や職業をとうして職

業人として働く人間考えさせる機会を作ってきまし

たが、これからも職業皆様のロータリーの会員のか

たの職場においてそういう経験をさせたいと言うこ

とで日時は、今年の９月１２日～１６日の５日間で

参加者は福島成蹊中学校の一期生４３名で皆様にご

協力いただける方を募集しておりますので、６月１

０日まで返事を頂きたいとの事であらためてご案内

しますので宜しくお願い申し上げます。 
◆ 第６回ガバナー補佐訪問◆ 佐藤 信博様 

皆様こんにちは、先 
週会長幹事会がありガ 
バナー出席され２５３ 
０地区の今の取組など 
もお聞きしました。 
会長幹事会で話しあわ
れた事の中で短期的な
支援については各クラ 

ブ色々やったのでないか、あと残り二ヶ月の中で、

我々の年度におきた震災なのでこの道筋をつけよう

と、中長期的なロータリーの取組を今の会長とクラ

ブで考えそして次年度の会長幹事へ伝えて行くべき

だろうと話合いがありました。そこでロータリーら

しい奉仕とはどんな事だろうと皆様ご存知の人道的

支援・教育的支援と二つありますが地域の為になる

長い目でみて為になるのはやはり教育的支援が一番

効果もあるしロータリーらしいのではないかと言う

話になっております。それから一つ申入れがありま

した。オーストリアから我々の地区と隣の宮城岩手

県に夏休み期間８月初旬から二週間程被災地の子供

を受入れてあげますと募集（ホームスティ１０名程）

の依頼があり、これに対しても今うごいております

渡航費用に義援金一部を運用する事で被災地の子供

たちの為になると言う事で了承をえており、６月に

募集をかけ８月１日～１５日までの滞在になりま

す。・・・訪問最後の挨拶となりますが色々と大変

ありがとうございました。 
◆スマイリングＢＯＸ財団米山◆ 
今まで大変ありがとうございました 佐藤 信博様
最後までありがとうございました。 水野 博光様
スマイル  36,000 円 累計 1,517,501 円 
財団・米山  40,000 円 累計 1,575,000 円 
～ 私の職業の目的 ～ 横山 りつ子会員 

一期一会にとのコピー通りに 
    豊かな人との出会いを求める。 

 
◆ 高橋和之会長エレクトから◆ 

｢来年度のスタートが迫っておりますが、準備が大変

遅れております。６月４日 PETS と、６月５日地区協

議会を終えたなら、６月８日に次年度委員会委員長

会議を開催致します。その後委員長を中心に委員会

を開催していただいて、次年度の委員会活動計画を

練っていただきますよう、ご協力お願い致します。 


